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嘉手納町長遭掌事務日程衰
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♯　期
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小型船舶の

受検促進

について－

経営改善資金のご案内
嘉手納町商工会‾‾‾，　＿

町
長
選
挙
は

八
月
二
十
二
日
㈲
で
す

明
る
く
正
し
い
選
挙
で
明
る
い
町
政

九
月
六
日
の
任
期
鏑
了
に
伴
う
暮
手

納
町
長
遺
産
は
、
八
月
二
十
二
日
（
日
）

に
執
行
き
れ
る
こ
と
が
七
月
二
日
の
町

道
挙
管
理
委
員
会
で
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
町
長
選
華
は
暮
手
柄
町
誕
生

初
の
遺
筆
で
分
村
か
ら
通
算
し
ま
し
て

第
八
代
目
に
当
り
ま
す
。

申
す
ま
で
も
な
く
町
長
道
草
は
数
あ
る

遺
筆
の
中
で
も
、
私
た
ち
町
民
の
今
日
、

明
日
の
日
常
生
活
に
直
結
す
る
町
政
を

向
う
四
か
年
間
背
負
っ
て
立
つ
人
を
選

ぶ
一
書
身
近
か
な
重
手
な
道
学
で
す
。

選
挙
は
、
民
主
主
義
の
原
則
で
す
。

民
主
政
治
の
仕
く
み
は
、
有
権
者
が
代

未
着
を
選
び
、
そ
の
代
表
者
に
よ
っ
て

政
治
が
行
な
わ
れ
る
わ
け
で
す
が
、
政

治
の
主
役
は
あ
く
ま
で
も
代
表
者
を
選

ぶ
私
た
ち
選
挙
民
で
す
。

で
す
か
ら
私
た
ち
は
遺
筆
を
と
お
し
て

政
治
に
奉
加
し
て
い
る
と
い
う
意
義
を

考
え
自
分
の
一
票
の
票
の
重
き
を
自
覚

し
、
義
理
人
情
や
■
収
、
供
応
を
ハ
ネ

の
け
、
自
分
で
見
て
、
自
分
で
聞
き
、

自
分
で
考
え
て
選
挙
の
正
し
い
ル
ー
ル

に
従
っ
て
明
る
く
き
れ
い
な
選
挙
を
突

放
し
ま
し
ょ
う
。

今
年
は
、
本
町
に
と
っ
て
は
、
選
挙
の
当

り
年
⊥
ハ
月
十
三
日
の
県
知
事
、
県
議
選
、

今
回
の
町
民
準
今
秋
予
恕
き
れ
る
衆
議

院
選
、
更
に
来
年
一
月
早
々
に
は
町
議
選

が
控
え
て
い
て
正
に
選
挙
7
ッ
シ
ュ
で
す
。

私
た
ち
は
正
し
い
選
挙
の
ル
ー
ル
を
よ

く
心
得
て
お
き
、
明
る
く
正
し
い
選
挙

の
実
施
に
臨
み
た
い
も
の
で
す
。

ま
た
、
私
た
ち
の
洒
き
一
乗
に
よ
っ

て
選
ば
れ
た
代
表
者
が
、
選
挙
時
の
公

約
を
着
実
に
実
行
し
て
い
る
か
を
よ
く

見
守
り
、
監
視
の
目
を
も
つ
こ
と
を
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

こ
う
い
う
こ
と
は

法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

暮
事
れ
町
■
畢
事
一
望
空
一
事
八
月
一
；
日
脚

告
　
示
　
日
　
昭
和
▲
一
年
八
月
；
日
㈱

立
－
二
¶
隻
付
　
昭
和
工
一
千
八
月
一
1
8
⊥
《
日
午
前
八
書
芸
1
年
鑓
五
時
よ
で

書
け
暮
準
日
　
昭
和
l
一
年
八
月
；
日
出

昭
和
三
年
八
月
膏
品

八
月
；
日
－
八
月
一
嶋
8

昭
和
▲
一
年
八
月
i
日
以
前
に
出
生
し
た
著
で

昭
和
三
年
五
月
一
【
日
量
で
に
転
入
届
を
提
出
し
た
書

暮
手
的
町
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
（
文
区
、
上
区
、
中
区
）

暮
手
れ
小
筆
機
体
書
庫
（
北
区
、
★
区
、
西
区
）

そ
の
他

①
お
祭
り
な
ど
の
寄
付
、
お
酒
な
ど

②
出
産
・
入
学
・
卒
業
の

お
祝
い
品
や
お
祝
い
の
お
金

③
お
葬
式
の
香
典
、
花
輪
．
供
花

④
旅
行
の
お
鰻
別

公
民
館
使
用
料
徹

事
務
の
委
託
に
づ
い

地
方
日
清
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二

年
政
命
第
十
六
号
）
耶
百
五
十
八
条
窮

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
高
手
納
町
立
の

蛙
公
民
館
の
使
用
料
徴
収
事
務
を
下
記

の
と
お
り
委
託
し
た
の
で
同
条
窮
二
項

の
規
定
に
よ
り
公
表
す
る
。

昭
和
五
十
一
年
七
月
十
二
日

裏
手
納
町
長
　
ん
謝
紺
青

記

「
委
託
を
受
け
た
者

東
区
公
民
館
の
場
合

嘉
手
納
町
字
昆
良
七
四
六
番
地

荷
川
取
　
伸

上
区
公
民
館
の
場
合

扇
子
納
町
字
嘉
手
納
二
一
七
赤
地

知
念
　
佐
憶

北
区
公
民
館
の
場
合

嘉
手
納
町
字
馬
手
納
二
八
四
番
地

褒
i
t
　
朝
太
郎

西
区
公
民
館
の
場
合

嘉
手
納
町
字
水
釜
四
八
〇
路
地

奥
問
　
秀
〓

「
　
委
託
の
期
聞

自
　
昭
和
五
卜
一
年
七
月
十
二
日

至
　
昭
和
五
十
二
年
三
月
三
十
一
日

三
、
　
委
託
し
た
≠
楕

区
会
尺
館
の
使
用
料
徴
収
事
務

四
、
徴
収
の
手
絞

川
　
頗
手
納
町
会
の
施
設
の
設
避
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
五
十

一
年
条
例
第
九
号
）
　
の
別
重
野
一
の

利
桐
時
間
の
区
分
に
従
っ
て
使
用
料

を
徴
収
す
る
こ
と
。

闇
　
公
尺
館
利
用
許
可
中
庸
識
提
出

の
際
（
利
用
す
る
目
前
ま
で
）
　
に
徴

収
し
、
そ
の
日
か
ら
三
日
以
内
に
収

入
役
へ
納
入
す
る
こ
と
。

丘
、
委
託
を
必
要
と
す
る
理
由

当
該
区
の
佳
代
の
便
益
の
増
進
に

寄
与
す
る
た
め
。

劇
手
納
町
商
工
会
で
は
、
経
常
改
善

を
は
か
る
小
企
業
者
の
み
な
さ
ん
に
、

必
要
な
小
目
資
金
を
、
商
工
会
長
の
推

せ
ん
に
よ
っ
て
、
沖
縄
振
興
開
発
金
触

1
　
船
舶
安
全
法
の
改
正
に
よ
っ
て
、

昭
和
四
十
九
年
九
月
か
ら
小
型
船
舶

も
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
n

2
　
今
年
度
は
、
在
来
の
小
型
船
（
良

さ
十
二
米
未
満
）
　
の
検
査
猶
予
期
間

の
殺
終
年
性
で
、
昭
和
五
十
二
年
三

月
三
十
一
日
ま
で
に
受
検
さ
れ
な
い

と
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り

法
律
違
反
と
な
っ
て
罰
則
を
せ
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

3
　
検
査
に
つ
い
て
の
く
わ
し
い
こ
と

は
、
下
記
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

J
L

日
本
小
利
・
船
舶
検
鹿
機
構
沖
縄
支
所

「
九
〇
〇
）
耶
戯
市
的
一
－
八
－
二

（
川
小
元
与
交
番
隣
り
）

泥
誹
－
〇
九
八
八
三
二
－
七
〇
〇
二

五
三
－
八
五
丘
一

公
庫
か
ら
無
担

保
・
無
保
証
人

で
し
か
も
低
利

で
融
資
し
、
金

融
の
面
か
ら
小

企
業
者
の
経
営

改
善
を
効
果
的

に
す
す
め
る
こ

と
を
目
的
に
、

小
企
業
経
営
改

善
資
金
融
資
制

蛇
を
扱
っ
て
い

ます。◎
融
資
の
条
件

触
溌
限
舷
勧

二
〇
〇
万
円

（
運
転
東
食
は

一
与
り
力
M

以下）
l
モ
出
川
川

三
年
以
内

（
運
転
資
金
　
二
隼
以
内
〉

桝
避
期
間

設
備
資
金
の
み
六
ケ
月

金
利
　
年
六
・
八
％

◎
　
融
資
を
受
け
ら
れ
る
小
企
♯
者

常
時
届
用
者
（
豪
族
従
某
日
を
除
く
）

が
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
葉
で
は
二
人
以
下

製
造
業
そ
の
他
で
は
五
人
u
F
の
企
業

で
、
次
の
条
件
に
該
当
し
て
い
る
こ
と

の
　
従
前
（
昧
則
ざ
し
て
六
ケ
月
以

前
）
か
ら
商
工
会
の
経
常
指
や
を
せ
け

て
い
る
こ
と
。

②
　
最
近
‥
年
以
上
、
嘉
手
納
町
内

で
事
業
を
甘
ん
で
い
る
こ
と
。

㊥
　
所
得
税
、
事
業
税
、
ま
た
は
恥

艮
税
や
町
尺
税
を
す
べ
て
完
納
し
て
い

る
こ
と
。
④
　
担
保
ま
た
は
保
証
に
つ
い
て
余

力
が
あ
り
、
他
の
金
融
制
度
の
利
用
が

明
ら
か
に
可
能
で
な
い
こ
と
。

環
境
彿
生
問
操
業
権
の
場
合
は
、
運

転
資
金
の
融
寵
に
限
り
ま
す
の
で
、
設

鳩
資
金
に
つ
い
て
は
、
別
途
、
環
砺
華

輔
の
た
め
の
小
企
業
設
備
改
首
資
金
特

別
貸
付
を
利
用
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

こ
の
制
度
に
戌
当
し
な
い
万
に
は
、

別
の
触
資
制
度
を
招
介
い
た
し
ま
す
の

で
、
お
穴
軽
に
腐
丁
会
ま
で
お
尋
山
下

さ
い
。砧
手
納
町
商
∫
会

中
央
公
尺
館
　
三
階

屯
話
　
二
八
∵
U



舗
装
の
現
況

舗
装
‡
　
九
三
、
五
〇
％

舗
装
延
長
　
二
〇
、
〇
六
〇

○
暮
通
教
垂
（
●
2
）
改
造
エ
■
（
嘉
小
）

0
エ
■
●
∩
一
〇
二
、
こ
こ
〇
、
0
0
0
円



－4－

別♯－

両Rの視力の和が0．02以下のもの

両耳の聴力が1穂馨を用いても音声を蔵別することかで

きない程度のもの

爾上肢の檎齢こ著しい障害を有するもの

繭上肢のすべての給を欠くもの

繭下肢の用を全く廃したもの

勇夫尾を2分の1以上失ったもの．

体幹の機能に座っていることができない程度の障害を有

するもの

粛各号に抑†るもののほか、身体の機能の障害又は、長

期にわたる安静を必要とする病状が前各号と同程度以上

と認められる扶鰹であって、日常生活の用を弁すること

を不能をぢしめる程度のもの

精神の障害でもって、隕各号と同程度以上と認められる

程度のよの

身体の機能の障害若しくは病状又は精神の障害が重折

る場合であって、その状麓が前各号と同程度以上と認め

られる程度のもの

扶養親族 �本　　　　　人 �配　偶　者、 
等の数 ��挟養護務者 

0　人 �餌0，000円 �1，6こ2，500円 

l �762，500 �1，852，500 

2 �982，500 � 

3 �1，202．500 �2，292．500 

国
民
年
金
だ
よ
り
⑳

忘
れ
た
ら
大
変
′

国
民
年
金
の
保
険
料
廟

＃
年
金
や
柑
r
年
金
を
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
。
ま
た
、
将
来
、
老
齢
年
金
も
せ
け

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
と
き
に
、
あ
わ
て
て
保

険
料
を
納
め
て
も
、
間
に
合
い
ま
せ
ん
。

保
険
料
は
、
納
期
限
ま
で
に
、
必
ず
納

め
ま
し
き
つ
。

国
民
年
金
受
給
者
は

住
所
を
変
更
し
た
ら
届
出
を

年
金
を
せ
け
て
い
る
人
が
住
所
を
変

更
し
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
「
住
所
変
更

届
」
を
堤
出
し
て
く
だ
さ
い
。

も
し
、
こ
の
届
が
遅
れ
ま
す
と
、
銀

行
析
金
目
厘
へ
の
年
金
振
込
通
知
や
、

郵
便
局
へ
の
支
払
通
知
が
、
全
部
旧
住

所
あ
て
に
送
ら
れ
ま
す
し
、
毎
年
一
国

提
出
す
る
「
用
況
届
」
の
周
紙
の
送
り

先
な
ど
も
同
槌
に
な
り
ま
す
の
で
、
受

給
者
は
大
変
困
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

年
金
を
正
し
く
受
け
る
た
め
、
作
所

を
変
更
し
た
と
き
は
、
す
み
や
か
に
「

住
所
変
更
届
」
を
掟
出
し
ま
し
ょ
う
。

ま

コ

一

’

一

■

一

一

’

一

t

一

t

一

t

一

一

’

重
度
心
身
障
春
着
に

手
当
を
支
給

程
度
の
辟
器
が
あ
る
た
め
日
常
生
活

に
お
い
て
、
常
時
の
介
適
を
必
要
と

す
る
程
度
の
状
熊
に
あ
る
者
。

○
手
当
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
、
日

本
国
民
で
あ
る
者
。

支
給
の
伽
隈

次
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
。

0
手
当
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
、
施

設
に
収
容
さ
れ
て
い
る
と
き
。

0
手
当
を
受
け
よ
う
と
す
る
本
人
ま
た

は
そ
の
配
偶
者
、
同
居
の
扶
養
義
務

者
の
前
年
の
所
得
が
別
表
二
に
定
め

る
顔
以
上
で
あ
る
と
き
。

支
給
q

O
軸
祉
手
当
の
栃
は
、
↓
人
に
つ
き
月

徹
　
四
、
0
0
0
円

中
書
手
鏡

0
町
役
場
厚
生
課
（
屯
話
－
四
四
八
九
）

麻糸

国
民
年
金
の
保
険
料
は
も
う
納
め
ら

れ
ま
し
た
か
。
納
め
忘
れ
が
な
い
か
ど

う
か
、
も
う
一
度
年
金
手
帳
を
お
調
べ

く
だ
さ
い
。

こ
の
保
険
料
は
、
四
、
五
、
六
月
分

は
六
月
末
日
ま
で
に
、
七
、
八
、
九
月

分
は
九
月
末
日
ま
で
に
、
十
、
十
一
、

十
二
月
分
は
十
二
月
末
日
ま
で
に
、
二

二
、
三
月
分
は
三
月
末
日
ま
で
に
納
め

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

も
し
、
こ
れ
ら
の
期
限
ま
で
に
納
め

ま
せ
ん
と
、
事
故
に
あ
っ
た
り
、
ご
主

人
か
な
く
な
ら
れ
た
と
き
な
ど
に
、
障

重
度
障
害
者
に
対
す
る
福
祉
手
当
馴

鹿
は
、
昭
和
五
十
年
十
月
一
日
か
ら
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。
、

こ
の
制
度
は
、
在
宅
の
重
度
障
害
嘉

に
対
す
る
福
祉
の
措
適
の
一
環
と
し
て

実
施
す
る
も
の
で
、
こ
の
曳
既
の
障
害

に
よ
っ
て
生
ず
る
負
担
の
一
助
と
し
て
、

手
当
を
支
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、
重
度

障
害
者
の
福
祉
の
向
上
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

受
給
曽
格

0
手
当
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
、
棉

神
ま
た
は
身
体
に
別
表
一
に
定
め
る



嘉手納町長遭掌事務日程衰

量　t

♯　期

新　　書何　日

川lH川川＝HHHll
小型船舶の

受検促進

について－

経営改善資金のご案内
嘉手納町商工会‾‾‾，　＿

町
長
選
挙
は

八
月
二
十
二
日
㈲
で
す

明
る
く
正
し
い
選
挙
で
明
る
い
町
政

九
月
六
日
の
任
期
鏑
了
に
伴
う
暮
手

納
町
長
遺
産
は
、
八
月
二
十
二
日
（
日
）

に
執
行
き
れ
る
こ
と
が
七
月
二
日
の
町

道
挙
管
理
委
員
会
で
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
町
長
選
華
は
暮
手
柄
町
誕
生

初
の
遺
筆
で
分
村
か
ら
通
算
し
ま
し
て

第
八
代
目
に
当
り
ま
す
。

申
す
ま
で
も
な
く
町
長
道
草
は
数
あ
る

遺
筆
の
中
で
も
、
私
た
ち
町
民
の
今
日
、

明
日
の
日
常
生
活
に
直
結
す
る
町
政
を

向
う
四
か
年
間
背
負
っ
て
立
つ
人
を
選

ぶ
一
書
身
近
か
な
重
手
な
道
学
で
す
。

選
挙
は
、
民
主
主
義
の
原
則
で
す
。

民
主
政
治
の
仕
く
み
は
、
有
権
者
が
代

未
着
を
選
び
、
そ
の
代
表
者
に
よ
っ
て

政
治
が
行
な
わ
れ
る
わ
け
で
す
が
、
政

治
の
主
役
は
あ
く
ま
で
も
代
表
者
を
選

ぶ
私
た
ち
選
挙
民
で
す
。

で
す
か
ら
私
た
ち
は
遺
筆
を
と
お
し
て

政
治
に
奉
加
し
て
い
る
と
い
う
意
義
を

考
え
自
分
の
一
票
の
票
の
重
き
を
自
覚

し
、
義
理
人
情
や
■
収
、
供
応
を
ハ
ネ

の
け
、
自
分
で
見
て
、
自
分
で
聞
き
、

自
分
で
考
え
て
選
挙
の
正
し
い
ル
ー
ル

に
従
っ
て
明
る
く
き
れ
い
な
選
挙
を
突

放
し
ま
し
ょ
う
。

今
年
は
、
本
町
に
と
っ
て
は
、
選
挙
の
当

り
年
⊥
ハ
月
十
三
日
の
県
知
事
、
県
議
選
、

今
回
の
町
民
準
今
秋
予
恕
き
れ
る
衆
議

院
選
、
更
に
来
年
一
月
早
々
に
は
町
議
選

が
控
え
て
い
て
正
に
選
挙
7
ッ
シ
ュ
で
す
。

私
た
ち
は
正
し
い
選
挙
の
ル
ー
ル
を
よ

く
心
得
て
お
き
、
明
る
く
正
し
い
選
挙

の
実
施
に
臨
み
た
い
も
の
で
す
。

ま
た
、
私
た
ち
の
洒
き
一
乗
に
よ
っ

て
選
ば
れ
た
代
表
者
が
、
選
挙
時
の
公

約
を
着
実
に
実
行
し
て
い
る
か
を
よ
く

見
守
り
、
監
視
の
目
を
も
つ
こ
と
を
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

こ
う
い
う
こ
と
は

法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

暮
事
れ
町
■
畢
事
一
望
空
一
事
八
月
一
；
日
脚

告
　
示
　
日
　
昭
和
▲
一
年
八
月
；
日
㈱

立
－
二
¶
隻
付
　
昭
和
工
一
千
八
月
一
1
8
⊥
《
日
午
前
八
書
芸
1
年
鑓
五
時
よ
で

書
け
暮
準
日
　
昭
和
l
一
年
八
月
；
日
出

昭
和
三
年
八
月
膏
品

八
月
；
日
－
八
月
一
嶋
8

昭
和
▲
一
年
八
月
i
日
以
前
に
出
生
し
た
著
で

昭
和
三
年
五
月
一
【
日
量
で
に
転
入
届
を
提
出
し
た
書

暮
手
的
町
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
（
文
区
、
上
区
、
中
区
）

暮
手
れ
小
筆
機
体
書
庫
（
北
区
、
★
区
、
西
区
）

そ
の
他

①
お
祭
り
な
ど
の
寄
付
、
お
酒
な
ど

②
出
産
・
入
学
・
卒
業
の

お
祝
い
品
や
お
祝
い
の
お
金

③
お
葬
式
の
香
典
、
花
輪
．
供
花

④
旅
行
の
お
鰻
別

公
民
館
使
用
料
徹

事
務
の
委
託
に
づ
い

地
方
日
清
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二

年
政
命
第
十
六
号
）
耶
百
五
十
八
条
窮

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
高
手
納
町
立
の

蛙
公
民
館
の
使
用
料
徴
収
事
務
を
下
記

の
と
お
り
委
託
し
た
の
で
同
条
窮
二
項

の
規
定
に
よ
り
公
表
す
る
。

昭
和
五
十
一
年
七
月
十
二
日

裏
手
納
町
長
　
ん
謝
紺
青

記

「
委
託
を
受
け
た
者

東
区
公
民
館
の
場
合

嘉
手
納
町
字
昆
良
七
四
六
番
地

荷
川
取
　
伸

上
区
公
民
館
の
場
合

扇
子
納
町
字
嘉
手
納
二
一
七
赤
地

知
念
　
佐
憶

北
区
公
民
館
の
場
合

嘉
手
納
町
字
馬
手
納
二
八
四
番
地

褒
i
t
　
朝
太
郎

西
区
公
民
館
の
場
合

嘉
手
納
町
字
水
釜
四
八
〇
路
地

奥
問
　
秀
〓

「
　
委
託
の
期
聞

自
　
昭
和
五
卜
一
年
七
月
十
二
日

至
　
昭
和
五
十
二
年
三
月
三
十
一
日

三
、
　
委
託
し
た
≠
楕

区
会
尺
館
の
使
用
料
徴
収
事
務

四
、
徴
収
の
手
絞

川
　
頗
手
納
町
会
の
施
設
の
設
避
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
五
十

一
年
条
例
第
九
号
）
　
の
別
重
野
一
の

利
桐
時
間
の
区
分
に
従
っ
て
使
用
料

を
徴
収
す
る
こ
と
。

闇
　
公
尺
館
利
用
許
可
中
庸
識
提
出

の
際
（
利
用
す
る
目
前
ま
で
）
　
に
徴

収
し
、
そ
の
日
か
ら
三
日
以
内
に
収

入
役
へ
納
入
す
る
こ
と
。

丘
、
委
託
を
必
要
と
す
る
理
由

当
該
区
の
佳
代
の
便
益
の
増
進
に

寄
与
す
る
た
め
。

劇
手
納
町
商
工
会
で
は
、
経
常
改
善

を
は
か
る
小
企
業
者
の
み
な
さ
ん
に
、

必
要
な
小
目
資
金
を
、
商
工
会
長
の
推

せ
ん
に
よ
っ
て
、
沖
縄
振
興
開
発
金
触

1
　
船
舶
安
全
法
の
改
正
に
よ
っ
て
、

昭
和
四
十
九
年
九
月
か
ら
小
型
船
舶

も
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
n

2
　
今
年
度
は
、
在
来
の
小
型
船
（
良

さ
十
二
米
未
満
）
　
の
検
査
猶
予
期
間

の
殺
終
年
性
で
、
昭
和
五
十
二
年
三

月
三
十
一
日
ま
で
に
受
検
さ
れ
な
い

と
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り

法
律
違
反
と
な
っ
て
罰
則
を
せ
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

3
　
検
査
に
つ
い
て
の
く
わ
し
い
こ
と

は
、
下
記
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

J
L

日
本
小
利
・
船
舶
検
鹿
機
構
沖
縄
支
所

「
九
〇
〇
）
耶
戯
市
的
一
－
八
－
二

（
川
小
元
与
交
番
隣
り
）

泥
誹
－
〇
九
八
八
三
二
－
七
〇
〇
二

五
三
－
八
五
丘
一

公
庫
か
ら
無
担

保
・
無
保
証
人

で
し
か
も
低
利

で
融
資
し
、
金

融
の
面
か
ら
小

企
業
者
の
経
営

改
善
を
効
果
的

に
す
す
め
る
こ

と
を
目
的
に
、

小
企
業
経
営
改

善
資
金
融
資
制

蛇
を
扱
っ
て
い

ます。◎
融
資
の
条
件

触
溌
限
舷
勧

二
〇
〇
万
円

（
運
転
東
食
は

一
与
り
力
M

以下）
l
モ
出
川
川

三
年
以
内

（
運
転
資
金
　
二
隼
以
内
〉

桝
避
期
間

設
備
資
金
の
み
六
ケ
月

金
利
　
年
六
・
八
％

◎
　
融
資
を
受
け
ら
れ
る
小
企
♯
者

常
時
届
用
者
（
豪
族
従
某
日
を
除
く
）

が
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
葉
で
は
二
人
以
下

製
造
業
そ
の
他
で
は
五
人
u
F
の
企
業

で
、
次
の
条
件
に
該
当
し
て
い
る
こ
と

の
　
従
前
（
昧
則
ざ
し
て
六
ケ
月
以

前
）
か
ら
商
工
会
の
経
常
指
や
を
せ
け

て
い
る
こ
と
。

②
　
最
近
‥
年
以
上
、
嘉
手
納
町
内

で
事
業
を
甘
ん
で
い
る
こ
と
。

㊥
　
所
得
税
、
事
業
税
、
ま
た
は
恥

艮
税
や
町
尺
税
を
す
べ
て
完
納
し
て
い

る
こ
と
。
④
　
担
保
ま
た
は
保
証
に
つ
い
て
余

力
が
あ
り
、
他
の
金
融
制
度
の
利
用
が

明
ら
か
に
可
能
で
な
い
こ
と
。

環
境
彿
生
問
操
業
権
の
場
合
は
、
運

転
資
金
の
融
寵
に
限
り
ま
す
の
で
、
設

鳩
資
金
に
つ
い
て
は
、
別
途
、
環
砺
華

輔
の
た
め
の
小
企
業
設
備
改
首
資
金
特

別
貸
付
を
利
用
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

こ
の
制
度
に
戌
当
し
な
い
万
に
は
、

別
の
触
資
制
度
を
招
介
い
た
し
ま
す
の

で
、
お
穴
軽
に
腐
丁
会
ま
で
お
尋
山
下

さ
い
。砧
手
納
町
商
∫
会

中
央
公
尺
館
　
三
階

屯
話
　
二
八
∵
U



昭和51年　l月5日

裁判所の調停を

こ存知ですか一

割

薮牒津か藩感

人権擁護委員　伊波氏

1■集と発行

発行　義手納町役場

編集　企画経済課広報係

裏手納町字井手納81番地
〒904－02
℡（098976）21）（11・2628

第82号

甘広報鵬や勧
6月の人口・世＃数1－501人口1川，625　男7．234　女7，391

ト

上

り

一

八

・

‥

・

1

－
∫
・
・
－
、
‖
－
－
　
‘

旭
川
の
‖
か
に

劇
作
ヒ
い
う
削

性
が
あ
り
ょ
r

凋
杵
は
、
蟻
川

H
．
人
と
比
例

か
・
り
選
ば
れ
た

劇
作
委
H
二
人

か
ら
な
る
朋
付

委
貝
会
が
、
当

車
者
の
一
．
口
分
を

卜
分
聴
き
、
丸

め
ご
と
の
原
因

を

は

っ

き

り

さ

せ
、
詣
人
目
い
て

冥
情
に
そ
っ
た

適
切
な
触
決
を

げ

ろ

√

り

J

 

T

1

　

－

／

カ

　

て

　

J

ト

ド
日
比
川
の
L
 
J
ち
捗
L
n
け
か
ム
り

モ

せ

ん

カ

．

J

合

し

カ

土

ヒ

主

る

し

▲

比
川
の
川
決
し
一
同
し
効
〃
か
ふ
り
、
強

制
玖
／
‖
む
て
さ
よ
す
・
重
た
、
舷
面
Y

違
1
て
．
公
聞
ざ
れ
な
い
い
て
相
席
か

堅
く
守
・
h
れ
る
と
い
「
の
む
人
さ
ん
別

八
で
∵
代
用
か
安
く
加
期
問
で
も
め
ご

と
か
解
決
で
き
る
調
停
制
度
H
、
今
で

も
多
く
の
人
に
利
川
さ
れ
て
い
ま
す

0
　
交
通
事
故

．
車
に
は
山
・
り
出
て
僅
我
し
た
の
で
拾

帝
骨
、
休
業
納
仰
、
慰
捨
料
を
ト
川
求

し
た
い
、
ま
た
披
〃
厳
か
ら
、
不
巧

む
要
求
を
「
‖
∵
∴
る
な
ヒ
交
通
車

故
か
・
り
の
し
小
二
と
。

0
　
金
銭
貸
借

企
互
1
7
し
た
か
j
k
し
て
、
れ
な
い
、

卜
冗
川
奈
を
払
∴
・
‥
山
九
い
ろ
し

代
車
、
商
．
ハ
ト
の
む
め
こ
し
■

○
　
相
隣
間
保

崎
の
ハ
氷
か
・
り
雨
水
か
流
れ
込
む
、
窓

′
ト
■
l
＼
乃
∵
J
 
L
を
し
て
J
l
れ
左
　
い
な
し
■

硝
近
一
巾
ヒ
の
む
め
ご
し
■

0
　
号
の
他

意
記
．
労
働
、
公
宜
＝
、
‖
州
、
通
風

む
と
の
む
の
こ
し
一
r

二
や
よ
う
な
も
め
こ
と
を
調
停
で
解

決
す
る
た
め
の
F
紐
ド
∴
い
て
　
「
無
料
し

て
棚
減
い
．
応
じ
て
ぶ
り
ま
す
L
J

栽
半
日
目
1
削
札
叫
か
．
1
′
圧
川
嶋
と

＝
－
－
－
－
▲
㌧
．
■
㍉
り
　
■
　
　
　
・
－

▼

　

」

　

　

．

1

■

．

1

　

　

　

　

　

　

■

　

●

▲

■

．

．

】

　

■

　

■

一

一

　

　

　

■

偉
力
一
日
る
い
日
用
か
ふ
れ
H
H
．
・
1
づ
1
ノ
．

1
た
ー
．
い

沖
描
出
サ
ト
地
　
化
．
折
地

J
H
的
坊
仙
川
．
叫
l
調
付
倖

疋
J
「
サ
L
－
　
川
一
一
川

内
細
目
、
封

離
婚
後
も
婚
姻
中
の

氏
（
姓
）
を
名
の
る

人
権
擁
護
委
員
さ
ま

本
年
行
目
．
日
付
を
も
　
て
左
記
謹

〃
か
、
就
下
的
剛
の
人
用
機
諸
を
目
し
■
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植
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∴
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